母子生活支援施設内容評価基準【新旧対照表】
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	４　事故防止と安全対策
４－④　　十分な夜間管理の体制を整備している。
【判断基準】
ａ）十分な夜間管理の体制を整備している。
ｂ）夜間管理の体制を整備しているが、十分ではない。
ｃ）夜間管理の体制を整備していない。
評価の着眼点
□年間を通して２４時間体制で、職員による宿直が行われている。
□職員は複数体制で夜間管理を行っている。
□緊急時に備えて、夜間でも対応できる体制を構築している。
□夜間警備強化のため、防犯カメラやセンサー式照明等を設置している。
□警察や警備会社への緊急通報装置を設置している。
□不審者対策マニュアルを整備し、職員に周知している。
□職員の勤務シフトを工夫して、早朝・夜間の複数職員による勤務体制をとっている。
□休日や祝日は、職員による日直体制をとっている。
評価基準の考え方と評価のポイント
○夜間管理での職員不在は、母親と子どもへの支援を行う上で不適切と言わざるを得ません。
○ＤＶ被害者や虐待を受けた子どもへの支援において、職員による２４時間の支援体制は大変重要なことであると言えます。
○職員の勤務シフトを工夫して、できるだけ早朝・夜間に複数の職員を配置することは重要です。
〇直接処遇職員ではない職員の宿直や管理宿直では、十分な支援体制とは言えません。
〇夜間管理のほか、日曜や祝日など休日の日直体制も重要です。

	


